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VII．　Barred　Plymouth　Rock種の体各部位骨格筋の成長について

岩元久雄・高原　斉・岡本正夫
　　　　九州大学農学部畜産学第二教室

　　　　　　（1975年9月9H受理）
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　鶏の産肉性についてはすでに多くの研究が行な

われている（Latimer，1924，1925；McNally　and

Spicknall，　1949；　Kathaway　et　al．，　1953；　Wilson，

1954；Osbourn　and　Wilson，1960；坂井田・西園，

1965，1966；Hasiak：and　Baker，1968；］日【ayse　and

Marion，1973）が，第m報（岩光・高原1971　b）

および第IV報（岩元・高原197王。）のR．h◎de　1s－

Iand　Red（以下RIRと略す）種で論じたような体各

部位骨格筋の成長についての詳細な報告は他にはな

い．また，岩元・加藤（1969）はWhite　Leghom，

W嬢aPlym◎utk　Rock，　W賦¢C◎懸shおよび

New　Hampshire種の成鶏で体各部位に占める骨格

筋の比率に品種ならびに雌雄間で判然とした相違があ

ることを報告している。これらのことは，さらに他の

数轟種の体各部位骨格筋の成長を詳細に検：討すべき必

要性を示唆している．

　著者らは第VI報（1975）でBarred　Plymouth

Rock（以下BPRと略す）種をとりあげ，その骨格

筋の全量（総筋肉灘）は雌雄とも二化直後に著しい成

長を示し，！2週齢までは加速度的に成長することを

明らかにした．しかし，12週齢以後の骨格筋は雄が

21週齢までほぼ一定の高い増加量を示したのに対し，

雌では漸次下降線を辿り，とくに15週齢以後におい

て雌雄間の差が著しかった．また，牲成熟期には雄に

特異的な骨格筋の発達がみられた、これらの結果は布
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場での食鶏の月齢による区分と非常に密接な関係を有

する．しかも，食鶏は解体隣に体各部位の骨絡筋がい

くつかに区分されて販売される（駒井，ig74）が，こ

のような解体方法は解剖学的にいくつかの骨格筋群を

区分することとほぼ一致する．そこで，著者らは，鶏

体を体幹を構成する体幹部，飛翔関係の前肢部ならび

に歩行三智の後肢部の3部に大きく区分し，さらに，

体幹部を頸部と背および羅部の2部に，前肢部を腹

部，前肢帯部，上腕部ならびに前腕部の4部に，後肢

部を寛部，大腿部ならびに下腿部の3部に区分して，

各部位四四筋の成長を検討することにより，鶏の産肉

性あるいは食鶏の市場性を検討するための基礎的な諸

事実を提示したいと考える．

　’今回は第VI報（1975）につづき，　RIR種と同様

に成鶏の生体重が中間的藁簸を有するBPR種につい

て醗究を行ない，第III・IV報（玉971　b，　c）のRIR

種の結果と充分に比較検討しつつ，さらに新しい方法

を用いて検討を加えた結果，新たな知見を得たので報

告する．

1．　材料および方法

　供試鶏　供試したBPR種初生雛は畏崎県畜産試験

場養鶏分場産で，1973年6，月7日艀化のものである．

雌雄とも初生時（餌付前），1，2，3，4，5，7，9，

12，15，18，2i，25および31の各週齢時1こそれぞれ
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Table　1．　Average　weight，　growth－rate　per　week，　increase　times　and　weight　percentage　of

the　muscle　in　the　body　stem’s　part　during　the　period　1．

Part

Cervical　part

Dorsocaudal
　　part

Total

　Age
（weeks）

（
U
－
穐
∠

0
1
角
∠

0
1
2

Males

Mean
weig　ht
（g）

O．　51＋O．　04＊
O．　54：＋O．　04

1．　31＋　O．　06

0．　16±O．　02
0．　18：to．　02

0．　65＋O．　04

O．　67＋O．　05
0．　71　：＋　O．　05

1．　96十〇．　08

Growth－
rate　per
week　（g）

O．　03

0．　77

O．　02

0．　47

O．　04

1．　25

In－

crease
t夏mes

＊＊

0
1
1
0

1
■
－
塩
∠

0
1
1

1
1
4 O
l
Q
／

1
1
▲
へ
∠

％　of
live

weight

1．　49

1．　19

1．　22

O．　47

0．　39

0．　60

1．　96

1．　58

1．　82

Females

Mean
weight
（g）

O．　48十〇．　03＊

o．　ss：to．　03

1．　13　ri一　O．　04

0．　14＋O．　02
0．　21　：t　O．　Ol

O．　55十〇．　Ol

o．　62　d一　o．　04

0．　76　：＋　o．　04

1．　69＋O．　03

Growth－
rate　per
week　（g）

O．　07

0．　58

O．　07

0．　34

O．　14

0．　93

　In－

crease
tlmes

＊＊

0
へ
∠
4

1
1
《
乙
0
《
」
0
／

1
1
五
3
0
《
∠
7

1
1
」
2

％　of
live

weight

1．　50

1．　23

L　16

つ
」
8
7

4
4
f
J

O
O
O
1．　93

L　71

1．　72

n　＝＝　5．　＊Standard　error．　＊’“・’Ratio　of　the　weight　at　each　week　to　the　hatching　weight．

5羽ずつ，計雌雄それぞれ70羽，総計140羽を供試

した．

　飼育方法　第II報（岩元・高原1971　a）とまった

く同様であるが，飼料は市販の完全配合飼料を用い，

常法通りに飼養管理した．

　屠殺解体および計測方法　第III報（1971　b）と同

様に，屠殺は頸動脈切断による放血法をとり，頸部の

骨格筋を頭蓋からはなし，環椎後頭関節部で頭を切り

落した．湯剥法で羽毛を除去し，中足以下を切断し

た．剥皮後，前肢帯の筋，後肢の筋（内閉鎖筋は体幹

の方へつける）および腹部の筋を脊椎，骨盤および肋

骨の脊椎部よりはなし，肋骨の脊椎部と胸骨部の接合

部を切りはなすことによって，体幹部，前肢部ならび

に後肢部の3部に区分した．さらに，それぞれの部位

を次のように細分した．

　体幹部

　（i）　頸部（頸部の筋を含む）

　（ii）背および尾部（背部の筋，胸横筋を除く胸部

　　　の筋，尾部の筋および内閉鎖筋を含む）

　前肢部

　（i）　腹部（腹部の筋を含む）

　（ii）前肢帯下（前肢帯の筋，肩甲骨や烏口骨に付

　　　着する筋肉および胸横筋を含む）

　（iii）上腕部（肩関節から肘関節までの筋肉で，筋

　　　腹が上腕骨上にある筋肉を含む）

　（iv）前腕部（肘関節以下の筋肉を含む）

後肢部

　（i）　二部（腰仙骨に起こり，大転子ならびに転子

　　窩等の大腿骨頭近辺に停止する筋肉を含む）

　（ii）大腿部（腰仙骨や大腿骨に起こり，膝関節ま

　　　での大腿骨部に釈門を有する筋肉を含む）

　（iii）下腿部（膝関節以下の筋肉を含む）

　以上合計9部の骨格筋重量を裸体の左側において測

定した．骨格筋重量の測定にあたってはできるだけ肉

質の部分だけを取り扱った．

　平均週間増加量の表示については，5週齢以後の間

隔の開いたものでは，その間の増加量を経過週数で除

して，これをその中間7日間の平均増加量として表わ

した．また，骨格筋の増加度は第III報（1971　b）と同

様に本研究でも2週齢を基準にして検討を行なった．

2．　実　験　結　果

　二二の各部位骨格筋の成長については，第VI報

（1975）における総筋肉量の場合と同様に，第1期か

ら第IV期までを区分した．

2．1第1期（0～2週齢）

　（1）体幹部

　第1期での体幹部とその中の2部位である頸部なら

びに背および尾部の骨格筋の平均重量，平均七十増加

量，増加度ならびに生体重比（％）をTable　1に示す．

　体幹部の骨格筋重量は，初生時に雄では0．67g，

雌では0．629であったが，1週齢時でも雄は0．71

9，雌は0．769にすぎず，ほとんど増加していない．

しかし，2週齢時には雄は1．969，雌は1・699とな

り，　1週船舶よりそれぞれ1．259，0．939も重くな

った．これらの増加量は雌雄とも1週二時のそれぞれ

の骨格筋重量よりかなり大きい．生体重比（％）は初



鶏の一軒牲に腿する基礎的研究V正互 mel

生時から1および2週齢時にかけてやや三献の傾向を

示している．

　体幹部をさらに2部位に細分したときの各部位骨格

筋の翼雛変化は次のとおりであった．

　頸部：頸部の骨格筋重量は初生時に雄では0．51　g，

雌では0．489であったが，1週適時でも雄は0．54

9，雌は0．559にすぎず，ほとんど増加していない．

しかし，2週三時には雄iはし319，雌は1．13　9とな

り，　1逓齢蒔よりそれぞれ（｝．　779，e・　58　9も璽くな

った．これらの増加量は体幹部全量の場合と崩じ傾海

を示している．生体重比（％）は初生時から1および

2週十時にかけて減少している．

　背および羅部：背および尾部の骨格筋感量は初生時

に雄では0．169，雌では0．149であったが，1週齢

時でも雄はO．　18　9，雌は0．219にすぎず，ほとんど

増加していない。しかし，2週寸時には雄は0。65　9，

雌はO．　S59となり，1週二時よりそれぞれO．　47　9，

0．34　9も重くなった．これらの増加割合は体幹部全羅

の場合よりやや大きい．生体重比（％）も頸部とは異

なり，初生時から2週齢にかけて増加の傾向を示して

いる．

　（2）前肢部

　eg　1期での前肢部とその中の4部位である腹部，前

肢六部，上腕部ならびに前腕部の骨格筋の平均霊澱，

平均週間増加難，増加度ならびに生体重比（％）を

Table　2に示す．

　前肢部の骨格筋重量は，初生時に雄では0．72　g，

雌では0．629であったが，1週齢蒔には雄は1．63

9，雌は1．949となり，これらは初生時重量のそれ

ぞれ2．3倍，3．1倍である．さらに，2週三時には雄は

7．919，雌は6．559となり，1週売時よりそれぞれ

6．289，4．619も増加し，これらの増加量は1週齢時

でのそれぞれの骨格筋重量の2～4倍にも相当する．

また，2週丈短骨格筋重量の初生蒔に対する増加度は

雄で1L◎倍，雌で獄6倍の著しい値となった．生

体重比（％）も急速に増加し，2週一時の値は初生時

の3～4倍となっている．これらのことは，前肢部が

この期に他の部位の数倍も著しい成長をしたことを示

している．

　前肢部をさらに4部位に細分したときの各部位骨格

筋の重量変化は次のとおりであった．

　腹部：他の3部位が飛翔に関係した部位であるのに

対して，腹部は機能的に判然と異なり，したがって，

他の3部位とは異なる変化を示した．腹部の骨格筋重

量は初生時に雄では◎．159，雌では0．　13　9であった

が，1週齢時でもそれぞれe．　199，（肩79にすぎず，

ほとんど増加していない．しかし，2週盛時には雄は

砿499，雌は9．　399となり，1週齢時よりそれぞれ

O．　309，0．229も重くなった．この2週齢時重量の初

生時に対する増加度は雄で3．3倍，雌で3．0倍である

Table　2．　Average　weight，　growth－rate　per　week，　increase　times　and　weight　percentage　of

the　muscle　in　the　forelimbs’　part　during　the　period　1．

Part 　Age
（weeks）

Abd（）期【i篶＆王

　part

Shoulder
girdle’s

　part

Humeral
　part

Antebrachial

　part

◎
悪
日
へ
乙

Total

◎
1
2

0
1
20
1
2ハU
圭
つ
ん

Males

Mean
weight
（g）

g．　ls十e．　e2＊
e．　lg：tg．　02

e．　4g十e．　el

O．　38＋O．　03
1．　lolll　o．　13

5．　94±O．　25

0．　09＋O．　Ol
O．　17：t　O．　02

0．　80　十．　O．　04

0．　09十〇．　Ol

O．　17：tO．　02

0．　68±O．　04

e．　72十〇．　es
l．　63　IE　c．　17

7．　91　：1．r　e．　29

Growth－i’　ln－
rate　per　1　crease
week　（g）i　times

o．　g4

e．　3e

O．　72

4．　84

O．　08

0．　63

O．　08

0．　51

◎．9王

6．　28

＊＊

ハ
疑
3
3

璽
滋
饗
孟
登
」

◎
0
1
／
0

1
2
く
♂

　
　
1

0
0
／
0
／

1
1
0
0 0
9
丈
U

－
漏
－
蕊
7

0
り
3
◎

唾
五
2
玉

　
　
1

％　of
live

wei’ght

4
2
1
0

4
4
4

◎
《
V
A
り

1．　12

2．　43

5．　52

丹
ノ
7
’
5

《
∠
弓
」
月
1

0
0
0
5
弓
ノ
つ
」

2
つ
」
！
◎

0
0
A
U
2．　e9

3e　58

7．　35

Females

Mean
weight
（g）

◎．三3一←§．（｝重零

g．　17：＋e．　e2

e．　3g＋e．　ol

e．　3s十〇．　os
1．　37：十　O．　10

4．　94　十．　O．　28

0．　07±．　O．　02

0．　20iO．　02

0．　65　十．　O．　03

0．　07十．　O．　Ol

O．　19：tO．　02

0．　57±O．　03

e．　62一＋．　o．　c7

王．94≡≡◎．董3

6．　55±　g．　32

Growth－
rate　per
week　（g）

c．　e4

e．　22

1．　02

3．　57

O．　13

0．　45

O．　12

0．　38

　In－

crease
times

％　of
live

weight

L◎・司鰯

0
3
0

三
三
3

A
U
◎
ノ
ー

1
3
4

　
　
1
0
0
ノ
リ
」

1
2
Q
ノ
ハ
U
弓
1
1

噌
鳳
2
n
6

一　11．e
l．32　i　3．1
4．61　　 蒙◎．6

e．　39

e．　4g

1．　09

3．　05

5．　02

弓
」
1
0
∠
U

《
∠
バ
雪
1
0

0
0
0
O．　20

0．　43

0．　58

う
3
つ
3
ノ
◎

Q
／
3
！
9

董
一
4
！
◎

難篇5．＊Standard　err◎r．＊＊Rat霊◎◎hh¢w¢三gh重at　each　week　to　the　k罐h三簸塞we玉ght．
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Table　3．　Average　weight，　growth－rate　per　week，　increase　times　and　weight　percentage　of

the　muscle　in　the　hind　legs’　part　during　the　period　1．

Part

Pelvic　part

Femoral
　part

Crural　part

Tetal

　Age
（weeks）

0
ー
ム
2

◎
1
2
A
U
－
う
南

0
・
三
2

M滋es

Mean
weight
（g）

O．　16＋O．　02＊
o，　17：十〇．　02

0．　54十〇．　02

e．　s6±g．　gs

g．　s7ig．　g6

2．96＋◎．玉2

0．　77十〇．　05

0．　7slo．　os

2．　53＋O．　09

1．　78　：F　O．　10

1．　83　一沿鼈黶f
D　O．　13

6．　g3十e．　2g

Growth－
rate　per
week　（g）

O．　Ol

O．　37

歌◎1
2．　e9

O．　O1

1．　75

o．　es

4．　2e

　互n－

crease
times

＊＊

0
1
4

1
1
つ
」
◎
◎
濯
や

壌
三
嘘
玉
2
」

ハ
U
（
U
つ
」

ー
ニ
ー
3

A
U
◎
4

1
1
型
」

％　of
iive

weight

《
ノ
0
0
0

」
弓
弓
J
f
J

O
O
A
り2．　5g
玉．93

2．　76

2．　24

1．　73

2．　35

5．　20

4．　04

5．6三

Fema韮es

Mean
weight
（g）

O．　13±　O．　02＊

O．　20：t　O．　Ol

O．　45＋O．　02

g．　76十g．　e6

α97幽幽5
2．　52＋O．　13
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が，前肢部の他の3部位と比べると著しく小さい．生

体重囲（％）はこの期にはほとんど変化していない．

　前肢尾部：前肢帯部の骨格筋重量は初生晴に雄では

G389，雌では秩359であったが，1週潮時には雄

はL1◎9，雌はL379となり，この間にそれぞれ

0．729，1．029の増加を示した．さらに，2週齢時に

は雄は5．949，雌は4．949となり，1週帰塁よりそ

れぞれ4．849，3．579も増加した．この2週齢時重

量の増加度は雄では初生時の15．6倍，雌では14．1倍

にも達した．これは前肢部全量の増加度よりもさらに

大きく，他のどの部位よりも大きい増加度である。生

体重比（％）も急速に増加し，2週齢時の値は初生時

のほぼ5倍になった．また，前肢部に占める前肢帯部

の比率も，初生時の55％から2週小時の75％へと急

増した．

　上麗部：上腕部の轡格筋重量は初生時に雄では

e．　999，雌では◎．　979であったが，1週齢時にはそ

れぞれ0・17　9，0．209となり，かなりの増加を示し

た．しかし，2週齢時には雄は0．80　9，雌はO．　65　9

となり，　1週三時よりそれぞれ0．639，0．459も重

くなった．この2週十時重量は雄iでは初生時の8．9

倍1雌では9．　3倍に相当する、これらの増加度は前肢

部全量の場合よりやや小さい．また，生体重比（％）

もかなりの増加を示し，2週齢時の値は初生時のほぼ

3倍になった．

　前腕部：前腕部の骨格筋重量は初生時に雄では

0．099，雌ではO．　079であったが，1週齢時には雄

はe．　17g，雌は（瓦19gとなり，かなりの増加を示し

た．しかし，2週齢時には雄は0．689，雌は0．579

となり，　1週齢時よりそれぞれ0．519，0．389も重

くなった．この2週齢時重量の初生時に対する増加度

は雄iでZ6倍，雌で＆1焙になり，上腕部よりさらに

小さい．また，生体重比（％）もかなり増加し，2週

昼時の値は初生時の2～3倍となった．

　（3）後肢部

　第1期での後肢部とその中の3部位である寛部，大

腿部ならびに下腿部の骨格筋の平均重量，平均週間増

加量，増加度ならびに生体重比（％）をTable　3に

示す．

　後肢部の骨格筋重量は，初生時に雄では1。78　9，

雌では1．569であったが，1週齢時でもそれぞれ

1．83　9，2．069にすぎず，ほとんど増加していない。

しかし，2週齢時には雄は6．03　9，雌は5．139とな

lj　｝1週齢時よりそれぞれ4．2◎9，3．◎79も重くな

った．この2週齢時重量の初生時に対する増加度は雄

で3．4倍，雌で3．3倍であるが，前肢部のそれに比べ

るときわめて小さい．生体重書（％）は初生時から1

週齢にかけて一度減少するが，その後は増加の傾向を

示している．

　後肢部をさらに3部位に細分したときの各部位骨格

筋の重量変化は次のとおりであった．

　寛部：寛部の骨格筋重量は初生時に雄ではα169，

雌では0，139であったが，1週丁丁でも雄は0．179，

雌はO．　20　9にすぎず，雌雄ともほとんど増加してい

ない．しかし，2週二時には雄iはO．　549，雌は0．45

gとなり，その増加度は初生時のそれぞれ3．4倍，
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3．5倍であって，後肢部全量のそれとほぼ同じであ

る．生体重比（％）もやや増加の傾向をみせている．

　大腿部：大腿部の骨格筋重量は初生時に雄では

a86g，雌ではe．　76gであったが，匪週引時でも雄

はe．　87g，雌はα979にすぎず，ほとんど増加して

いないx　しかし，　2週齢時には雄は2．969，雌は

2．529となり，1遍齢時より雄はλ§99，雌は1．　55

gも重くなった．この2週齢時重量の増加度は雄で初

生時の3．4倍，雌で3．3倍で，後肢部全量の場合より

わずかに大きい．生体重比（％）は初生時から1週齢

にかけて一度減少するが，その接は再び増加の傾向を

示した．

　下腿部：下腿部の骨格筋重量は初生時に雄では

0．779，雌では0．679であったが，1週齢時でもほ

とんど変らず雄はO．　78　9，雌は0．899であった．し

かし，2週三時には雄iは2．539，雌は2．179とな

り，　1週一時よりそれぞれ1．759，1．289も重くな

った．この2週齢時重量は雄では初生時の3．3倍，雌

では3．2倍となり，後肢部全量のそれよりわずかに小

さい．生体重比（％）は初生時から1週齢にかけて一一

度減少するが，その後は増加の傾向を示している．

2．・2第H期（2～18週齢）

　G）体幹部
　：第猟期での体幹部とその巾の2部位：の骨格箔の平

均璽鷺，平均週間増撫難，増加度ならびに生体重三

（％）をTable　4に添す．

　体幹部の欝絡筋璽灘は2若齢以後も漸増し，18三

智時には雄で2週臨時の27．5倍，雌で2｛L9借となっ

た．週間増加難は雌雄とも2週齢以後撫速度的に増大

して9週齢から12週齢にかけて全週齢間を通じての最

大値を示した．その後も雄では大きな週間増加量が持

続されるのに対し，雌ではやや下降線を辿り，体幹部

骨格筋の雌雄間の成長差が判然としてくる（Fig．1）・

生体重比（％）は雌雄とも2週齢以後，漸次増加の傾

向を示しているが，雌雄i間には大差がない．

　体幹部をさらに2部位に細分したときの各部位骨格

筋の二十変化は次のとおりとなった．

　頸部：頸部の骨格筋璽鷺は2週齢以後も漸増し，18

週齢時には雄で2週二時の24．1倍，雌で17．0倍とな

Table　4．　Average　weight，　growth－rate　per　week，　increase　times　and　weight　percentage　of

the　muscle　in　the　body　stem’s　part　during　the　period　II．
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n　＝＝　5．　＊Standard　error．　＊＊Ratio　of　the　weight　at　each　week　to　the　weight　at　the　second

week．　（　）：　Means　per　middle　7　days　during　the　period　of　preceding　and　subsequent

measurement．
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つた．週間増加搬は雌雄とも2週齢以後急速に増加し

て，　9週齢からi2週齢にかけて全週齢間を通じての

最大値を示した．その後も週間増加量：は雄で大きい値

を持続するのに対し，雌では下降線を辿り，頸部骨格

筋の雌雄聞の成長差が判然としてくる（Fig．1）．こ

れらの変動は体幹卸金騒のそれと同様であるが，増加

度は小さい．生体璽比（％）は全般的に雄が雌より大

きい値を示すとはいえ大差はなく，また，雌雄とも2

週齢以後の変動が少ない．

　背および罵部：背および羅部の骨絡筋重量は2週齢

以後も漸増し，玉8週目時には雄で2週齢時の34．　5

倍，雌で29．1倍となった．週間増加量は雌雄とも2

週齢以後の増加が急速であって，9週齢から12週齢

にかけて全週齢間を通じての最大値を示した．また，

その後も週間増加鷺は雌雄とも大きい値を持続してい

るが，なお，雌雄間の差は明らかである（Fig．1）．

これらの変動は体幹部全鐙のそれと同じ傾向を示す

が，増加度は頸部および体幹部全量より遥かに大き

い．生体重婚（％）は雌雄とも2週齢以後漸増し，18

遍齢時の値は2週齢時のほぼL5倍となった．また，

生体重比（％）に雌雄閥の差はまったくなかった．

　（2）前肢部

　第II期での前肢部とその中の4部位の骨格筋の平

均重量，平均週間増加鍛，増加度ならびに生体重比

（％）をTable　5に示す．

　前肢部の骨格筋璽灘は2週齢以後も漸増し，18週

齢時には雄で2週齢時の26．0倍，雌で24．6倍となっ

た．週間増加量は雌雄とも2週齢以後急速に大きくな

り，9週齢から12週齢にかけて全週齢間を通じての

最大値を示したその後も週間増加量は雌雄とも大き

い値を持続しているが，なお，雌雄間の差が明らかで

ある（Fig・2）．しかし，前肢部での週間増加量の雌

雄閣の差は，後肢部でのそれと比べると小さい．生体

璽比（％）は雌雄とも2週齢以後漸増していて，雌の

方が雄よりわずかではあるが大きくなってくる．

　前肢部をさらに4部位に細分したときの各部位骨格

筋の璽澱変化は次のとおりとなった．

　腹部：腹部の骨格筋重量は2週齢以後も漸増し，18

週齢時には雄で2週等時の18．5倍，雌で15．3倍とな

ったが，これは前肢部の他のどの部位よりも選かに小

さい増加度である．週間増加量は雄では12週齢まで

毎遍大潅くなり，その後は一定水準に維持されている

が，雌では5逓齢から7週齢にかけて全週二二を通じ

ての酸大値を示し，以後漸減している（Fig．　2）．こ

れらの点は前肢部全量の変動とやや異なる．生体璽比

（％）は2週齢以後ほとんど変化せず，また，雌雄間に

もほとんど差がない．

　嗣肢帯部：前肢帯部の骨格筋重量は2週齢以後も漸

増し，18週齢時には雄で2週齢時の26．5倍，雌で

25．8倍となった．週間増加量は雌雄とも前肢部全蚤

のそれと同じ傾向を示し，9週齢から12週齢にかけ

て金轡齢聞を通じての最大値を示した．その後も週間

増加鷺は雌雄とも大きい植を持続しているが，なお，

雌雄聞の差は明らかである（Fig．　2）。生体重比（％）

は雌雄とも2週齢以後漸増しているが，雌の方が雄よ

りもわずかではあるけれども，大きくなってくる．

　上腕部：上腕部の骨格筋重量は2週齢以後も漸増
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Table　5．　Average　weight，　growth－rate　per　week，　increase　times　and　weight　percentage　of

the　muscle　in　the　forelimbs’　part　during　the　period　II．

Part

Abdom－
　inal

　part

Shoulder
girdle’s

　part

Humeral
　part

Ante－
brachial

　part

Total

　Age
（weeks）

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
噌
圏
且
1
1

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
1
1

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
1
1

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
1
1

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
1
1

Males

Mean
weight
（g）

　O．　72十〇．　04＊

　1．　04iO．　05

　1．　43＋O．　06
　2．　33　：＋　O．　06

　3．　28十〇．　07
　Sl　36　：．　O．　17

　7．　16十〇．　33
　9．　08　：t　O．　47

10．　74十〇．　40
17．　51　：＋　1．　07

25．　11±O．　93

42．　23　十．　1．　15

Ss．　72i21　47

98．　96±4．　11

125．　42i5．　66

157．　28十5．　10

　1．　51＋O．　07
2．　27：t　O．　10

　3．　41　十．　O．　09

　S．　52iO．　21

　8．　24＋O．　37
13．　72iO．　41

17．　06＋O．　96
21．　44　：．　o．　7S

　1．　30＋O．　09
　1．　92　：十　O．　12

　2．　79＋O．　06
　4．　72　：十　O．　22

　7．　14＋O．　42
11．　62：＋　O．　29

14．　70　十　O．　93

18．　08　：＋　O．　68

14．　27十〇．　56

22．　74i1．　28

32．　75十　1．　08

54．　81　i　11　41

77．　38十3．　14

129．　66一}　4．　71

164．　34＋7．　79
2b5．　88　：＋　5．　95

Growth－
rate　per
week
　（g）

　
　
　
）
）
）
）
）

3
2
9
5
8
9
0
4

2
3
3
4
4
6
6
6

0
0
0
0
0
0
0
0

（
（
（
（
（

　
　
　
）
）
）
）
）

0
7
0
6
5
1
2
2

8
7
6
5
2
4
8
6

4
6
7
8
8
3
8
0

　
　
　
　
　
1
　
　
　
1

　
　
　
（
（
（
（
（

　
　
　
）
）
）
）
）

1
6
4
6
6
3
1
6

7
7
1
0
3
8
1
4

0
0
1
1
1
1
1
1

（
（
（
（
（

　
　
　
）
）
）
）
）

2
2
7
7
1
9
3
3

6
6
8
9
2
4
0
1

0
0
0
0
1
1
1
1

（
（
（
（
（

　6．　36

　8．　47

10．　01

（11．　03）

（11．　29）

（17．　43）

（11．　56）

（13．　85）

　In－

crease
times

＊＊

5
1
9
8
7
9
6
5

1
2
2
4
6
0
4
8

　
　
　
　
　
6
一
■
1
1

8
9
2
1
9
7
1
5

1
。
二
4
7
隻
6
L
α

　
　
　
　
　
1
2
∩
∠

9
8
3
9
3
2
3
8

1
2
4
6
0
7
1
6

　
　
　
　
1
ニ
ー
丙
∠
2

9
8
1
9
5
1
6
6

1
2
4
6
0
7
1
6

　
　
　
　
1
1
角
∠
2

8
9
1
9
8
4
8
0

1
2
4
6
9
6
0
6

　
　
　
　
　
1
凸
乙
2

％　of
live

weight

9
7
6
4
3
4
8
0

3
3
3
3
3
3
3
4

0
0
0
0
0
0
0
0

1
9
5
2
1
1
5
7

8
1
3
1
8
3
5
9

5
6
6
6
5
6
6
6

2
0
6
0
1
7
9
5

8
8
8
8
8
8
8
9

0
0
0
0
0
0
0
0

0
8
1
8
0
5
6
0

7
6
7
6
7
7
7
8

0
0
0
0
0
0
0
0

7．　72

8．　05

8．　28

7．　94

7．　65

8．　27

8．　57

9．　12

Females

Mean
weig　ht
（g）

　O．　65＋O．　05＊・

　O．　85：tO．　04

　1．　32＋O．　04
　1．　94　：＋　O．　04

　2．　94＋O．　12
　4．　14　：t　O．　10

　5．　14＋O．　20
　sl　gs　：＋　o．　31

10．　30十〇．　45
15．　46　：t　O．　69

23．　01＋O．　96
34．　42　：t　1．　55

52．　40十1．　64
85．　30　：＋　2．　86

106．　24十3．　29
127．　62　：t　2．　33

　1．　34十〇．　08
　2．　01　：t　O．　07

　2．　99＋O．　10
　4．　50！O．　24

　6．　98＋O．　24
10．　84　：＋　O．　35

13．　08十〇．　35
14．　72：＋　O．　39

　1．　13十〇．　10
　1．　73　：t　O．　06

　2．　49十〇．　16
　3．　75：t　O．　14

　5．　74十〇．　23

　gl　34：t　O．　52

11．　74＋O．　45
12．　74：＋　O．　32

13．　43十〇．　65
20．　05　：t　O．　79

29．　81＋L　14
44．　62　：＋　1．　87

68．06＋1．84
109．　62　：＋　3．　03

136．20＋4．13
161．　06：＋　2．　62

Growth－
rate　per
week
　（g）

　
　
　
）
）
）
）
）

6
0
7
1
0
0
3
8

2
2
4
8
5
4
3
2

0
0
0
0
0
0
0
0

（
（
（
（
（

　
　
　
）
）
）
）
）

6
6
5
1
9
7
8
3

3
1
5
7
9
9
9
1

5
5
7
5
8
0
6
7

　
　
　
　
　
1

　
　
　
（
（
（
（
（

　
　
　
）
）
）
）
）

9
7
8
6
4
9
5
5

6
6
9
7
2
2
7
5

0
0
0
0
1
1
0
0

（
（
（
（
（

　
　
　
）
）
）
）

∠
O
A
U
〆
0
2
」
0
0
0

脅
）
1
0
月
1
！
0
0
《
∠
8

0
0
0
0
1
1
0

（
（
（
（

　In－

crease
tlmes

2．　1

3．　1

4．　7

7．　0

10．　6

17．　3

21．　5

25．　8

2．　1

3．　1

4．　6

6．　9

10．　7

16．　7

20．　1

22．　6

　6．　88

　6．　62

　9．　76

（　7．　41）

（11．　72）

（13．　85）

（　8．　86）

（　8．　29）

1
1
6
8
4
7
8
6

2
3
4
6
0
6
0
4

　
　
　
　
1
1
2
2

％　of
live

weight

8
4
6
5
4
5
5
6

3
3
3
3
3
3
3
3

0
0
0
0
0
0
0
0

8
6
3
6
8
4
1
2

9
1
2
1
0
1
2
6

5
6
6
6
6
7
7
7

8
0
1
1
1
0
9
8

7
8
8
8
8
9
8
8

α
α
α
α
α
α
α
0
，

5
9
7
7
6
8
0
6

6
6
6
6
6
7
8
7

0
0
0
0
0
0
0
0

7．　79

7．　99

8．　07

7．　99

7．　89

9．　16

9．　25

9．　61

n＝＝5．　＊Standard　error．　＊＊Ratio　of　the　weight　at　each　week　to　the　weight　at　the　second

week．　（　）：　The　same　as　the　note　in　table　4．

し，18週齢時には雄で2週齢時の26．8倍，雌で22．6

倍となった．週間増加量の変動は前肢部全量とすべて

同じであるが，12週齢以後雄で大きい値が持続され

るのに対し，雌ではやや下降線を辿り，雌雄間の差が

判然としている（Fig．2）．生体寸寸（％）は雌雄と

もわずかではあるが，増加の傾向を示し，また，雌雄

間に差がみられない．

　前腕部：前腕部の骨格筋重量は2週齢以後も増加し

つづけ，18週丁丁には雄で2週丁丁の26．6倍，雌で

22・4倍となった．週間増加量の変化は前肢部全量と

まったく同じで，9週齢から12週齢にかけて全週齢

間を通じての最大値を示した．その後も週間増加量は

雄では大きい値が持続されるのに対し，雌ではやや下

降線を辿り，雌雄間の差が判然としている（Fig・2）．

生体重比（％）は雌雄ともわずかではあるが増加の傾

向を示し，また，雌雄間にはほとんど差がない．

　（3）後肢部

　第II期での後肢部とその中の3部門の骨格筋の平

均重量，平均週間増加量，増加度ならびに生体重比

（％）をTable　6に示す．
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Table　6．　Average　weight，　growth－rate　per　week，　increase　times　and　’weight　percentage　of
重he　mu§C圭e　i蒸重圏玉ξ｝hi琵d至egS，　par重d秘r至難9亡he　peri◎d　II．

Paert

Pelv韮。

　part

Femoral
　part

Crural
　part

Toね王

　Age
（weeks）

Males

Mean
weight
（g）

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
」
ー
ユ
ー

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
1
1

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
置
胴
三
－

3
4
5
7
9
2
5
8

　
　
　
　
　
1
1
旧
壌
盈
9
1

e．　gg÷g．　03＊

1．67ニヒ0．10

2．　57－1－O．　12

4．　52：十　O．　14

6．　66十〇．　40

董2．62土0．56
15．　10±O．　79

19．　88　r’｝一7．　0．　89

5．　38：i．：r．　e．　18

sl　78　：＋　o．　42

13．　42　：一1．r　e．　44　i

22．　74　：t　O．　86

3尋．（）4率1．57
60［　s8：，一　21　｛i

74．38滋＝5．玉9

95．　46±4．　21

4．　86±O．　25

7．　96＋O．　48

n．　ggie．　33

20．　23±O．　83

31．　3g±　1．　65

51．　40＋2．　04
63．　62：÷3．　14

75．　38．＋．一　4．　50

11．　22十〇．　42
181　42：t　O．　99

28．　08±O．　87

47．　49　±　1．　76

72．　00±3．　58

124．　60　ewFr　4．　73

1s3．　10　：＋　81　91

19e．　72r－9．　33

Growth－
rate　per
week
　（g）

　g．　45

　0．　68

　e．　gg

（　O．　98）

（　1．　97）

（　1．　99）

（　O．　83）

（　1．　59）

　2．　42

　3．　40

　4．　64

（　4．　66）

（　5．　65）

（　8．　85）

（　4．　60）

（　7．03）

　2．　33

　3．　10

　4．　13

（　4．　07）

（　5．　54）

（　6．　70）

（　4．　67）

（　3．　92）

　5．　19

　7．　2C

　9．　66

（　9．　71）

（12．　26）

（17．　53）

（　9．　50）

（12．　54）

　In－

crease
重1m¢S

％　of

　live
iWeight

＊

8
1
8
4
3
4
0
8

1
3
4
8
2
3
8
6

　
　
　
　
1
（
∠
（
∠
3

8
0
5
7
5
5
1
3

1
3
4
7
1
0
5
2

　
　
　
　
’
圭
穐
∠
2
4
」

1．　9

3．　1

4．　8

8．　0

至2．4

20．　3

25．王

29．　8

9
1
7
9
9
7
4
6

1
3
4
7
1
0
5
1

　
　
　
　
1
2
2
3

g．　54

0．　59

0．　65

0．　65

0．　66

0．　80

0．　79

e．　88

2．　91

3．　11

3．　39

3．　29

3．　37

3．　86

3．　86

4．　22

2．　63

2．　82

3．　e6

2．　93

3．　e9

3．　28

3．　32

3．　32

6．　07

6．　52

7．　10

6．　87

7．　12

7．　95

7．　97

8．　42

Females

Mean
weight
（g）

e．　ss±g．　es＄

1．　45±O．　07

2．　15±e．　e7
31　S4io．　14

5．　48±O．　25

8．　92±O．　29

11．　28　rl一　O．　40

14［　08：＋O．　17

4．　74十〇．　22
71　36：．　O．　30

il．　8e　：IT．　e．　44

17．　74　：＋　O．　88

27．　90十G　71

45．　74±O，　57

56．　9C　r｝’　2．　44

63．　46：＋1．　21

4．　21　：F　O．　19

61　39　：t　O．　26

1e．　31＋O．　42

15．　47±O．　50

24．　66±O．　43

37．　96十　O．　46

4g．　2b一±2．　28

54．　20十〇．　68

　e．　43

　e．　57

　e．　7g

（　O．　70）

（（瓦97）

（　1．　15）

（　O．　79）

（　O．　93）

　2．　22

　2．　62

　4．　44

（　2．　97）

（　5．　e8）

（　5．　95）

（　3．　72）

（　2．　19）

　2．　04

　2．　18

　3．　92

（　2．　58）

（　4．　6e）

（　4．　43）

（　3．　75）

（　1．　67）

　9．　84±O．　44

15．　2e±e．　59

24．　26f　O，　90
36．　74　：t　1．　49

58．　04±1．　33
92．　62：tO．　76

117．　38　±　5．　03

131．　74　十　1．　88

　4．　71

　5．　36

　9．　06

（　6．　24）

（10．　65）

（11．　53）

（　8．25）

（　4．　79）

＊＊

◎
2
8
9
2
8
1
3

2
3
4
7
2
9
5
1

　
　
　
　
噌
三
1
2
弓
」

9
9
7
0
1
2
6
2

1
2
4
7
1
8
2
5

　
　
　
　
で
三
－
う
ん
2

9
9
8
1
4
5
7
0

1
2
4
7
1
7
2
5

　
　
　
　
耀
五
1
2
2

9
◎
7
2
3
1
9
7

1
3
4
7
1
8
2
5

　
　
　
　
1
よ
－
鳳
2
2

1
8
8
3
尋
4
7
4

5
5
5
6
6
7
7
8

◎
0
◎
0
0
0
◎
0 5
3
9
7
4
2
6
8

7
9
1
1
2
8
8
7

2
2
3
3
3
3
3
3

2．　45

2．　54

2．　79

2．　77

2．　86

3．　17

3．　34

3．　24

1
5
7
8
3
4
6
6

7
◎
5
5
7
7
9
8

5
6
6
6
6
7
7
7

n＝＝5．　＊Standard　error．　“＊Ratio　of　the　weight　at　each　week　to　the　weight　at　the　secoRd

week．　（　）：　The　same　as　the　note　in　tabie　4．

　後肢部の骨格筋重驚は2週齢以後も徐々に増加し，

18週齢時には：雄で2週門口の31．6倍，雌で25．7倍と

なった．週間増加量は雌雄とも2週齢以後急速に大き

くなって，9週齢から12週齢にかけて全週齢間を通

じて，雄では2番目に大きいがほとんど最：大値に等し

い値を示し，雌では酸大値を示した．その後も週間増

加量：は雄では大きい値を持続しているが，雌では下降

線を辿り，雌雄間の差が非常に判然としている（Fig．

3）．この傾向は前肢部と同じであるが，雌の後肢部

は前肢部に比べ週間増加澱が最大値を示したあとの落

込みが大きい．生体重比（％）は雌雄とも漸増してい

るが，全般的には雄が雌よりやや大きい傾向を示す。

　後肢部をさらに3部位に細分したときの各部位骨格

筋の重量変化は次のとおりであった．

　寛仁：寛部の骨格筋重灘は2適齢以後も増えつづ

け，18週四時には雄で2週齢時の36．8倍，雌で31．3

倍となった．週間増加量の変動は後肢部全量と同じで

あって，　9週齢から五2回目にかけて全週齢間を通じ

ての最大値を示した．その後も週間増加量は雌雄とも

大きい値を持続しているが，なお，雌雄間の差は判然

としている（Fig．3）．生体璽比（％）は雌雄とも2

週齢以後漸増し，また，雌雄間に差がみられない。

　大腿部：大腿部の骨絡魑等量は2週齢以後も潮増

し，18週齢時には雄で2週齢時の32．3倍，雌で25．2

倍となった．週間増加量の変動は後肢部全量の場合と

同じである．しかし，雄の場合，確かに9週齢から

12週齢にかけての週間増加鷺が簸大値であるが，18

週齢から21週齢にかけてのそれもほとんど等しい値

であった．雄が12週齢以後も大きい週間増加量を持

続するのに対して，雌は9週齢から玉2週齢にかけて
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最大値を示した後s下降線を辿り・雌雄間の差が非常

に明確である（Fig・3）・生体二二（％）は雌雄とも

漸増しているが，全般的には雄が雌よりやや大きい傾

向を示す・

　下腿部：下腿部の骨格筋重羅は2週齢以後も次第に

増加し，18週齢時には雄で2逓齢時の2隻8倍，雌で

25．0倍となった．週間増加簸のこの期前半の変動は

後肢部全量のそれと岡じであるが，雄では9週齢から

12週齢にかけて全遡齢間を通じて2番目に大きい値

を示し，雌では7週齢から9週齢にかけて全週三間を

通じての最大値を示した．その後も週間増加羅は雌雄

とも大きい値を持続しているが，なお，雌雄聞にかな

りの差がある（Fig．3）．生体重比（％）は雌雄とも

漸増しているが，全般的には雄が雌よりやや大きい傾

向を示す．

2．3　　第III其月　（18～25週齢）

　（1）体幹部

　第III期での体幹部とその中の2部位の骨格筋の平

均博戦，平均野間増加量，増加度ならびに生体重比

（％）をTable　7に示す．なお，この表には第IV期

（31選齢時）の値も撫えてある．

　体幹部の骨格筋重壁は18週齢以後も増加をつづけ，

25週齢時には雄で2遜齢時の36．　2倍，雌で24．5倍と

なった．週間増加量は雌雄とも18週齢から21週齢に

かけてかなり大きい値を示しているが，その後は急速

に低下する．なお，旧聞増加鰻の雌雄間の差はやはり

判然としている（Fi畠．1）．生体重比（％）は18週齢

以後も雄で漸増するのに嬉し，雌では逆に減少し，25
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三隅時には雌雄闘の差が著しい（Fig．　4）．

　体幹部をさらに2部位に細分したときの各部位骨格

筋の重量変化は次のとおりとなった．

　頸部：頸部の骨格筋重量は18週齢以後も増加をつ

づけ，25逓齢蒔には雄で2週齢時の3《λ2倍，雌で

20．7倍となった．週間増加盤の変動は体幹部全量の

場合とまったく同じである。週詠出撫量の雌雄間の差

は大きくはないが，なお，明らかである（Fig．1）．

生体重比（％）は18週齢以後の変化が少ないが，そ

れでも雄ではやや増加の傾向をを示し，雌ではゆるや
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Table　8．　Average　weight，　growth－rate　per　week，　increase　times　and　weight　percentage　of

the　muscle　in　the　forelimbs’　part　during　the　period　III　and　IV．
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n　：ex一　5．　＊Standard　error．　＊＊Ratio　of　the　weight　at　each　week　to　the　weight　at　the　second

week．　（　）：　The　same　as　the　note　in　table　4．

かに下降線を辿り，25週齢時には雌雄間の差が翻然

としてくる（Fig．4）．

　背および尾部：背および尾部の骨絡筋重量は18週

齢以後も増加をつづけ，25週四時には雄で2週高高

の48．3倍，雌で32．　7倍となった．この増加度は頸部

のそれに比べると著しく大きい．しかし，週間増加量

の変動は頸部や体幹部全量とまったく同じであ。て，

また，雌雄間の差も明らかである（Fig．1）．生体群

団（％）は18週齢以後も雄で漸増するのに対し，雌

は逆に減少して，25週齢時には雌雄間に著しい差が

生じる（Fig．4）．
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　（2）前肢部

　第m期での前肢部とその中の4部位の骨格筋の平

均璽羅，平均週間増加量，増加度ならびに磁体重比

（％）をTable　8に示す．なお，この表には第IV期

（3王遡齢時）の値も加えてある．

　前肢部の骨格筋璽量は18週齢以後も増加をつづけ，

25週三時には雄で2週十時の33．3倍，雌で28．2倍

となった．週間増加量は雌雄とも18週齢から21週齢

にかけてかなり大きな値を示しているが，その後は急

速に低下する．なお，週間増加灘には雌雄間に明らか

な差がみられる（Fig．2）が，後肢部でのその差より

小さい．生体重比（％）は21週日時までは雄より雌

の方が大きかったが，25週齢縛には逆に雌より雄の

方が大きくなった（Fig．5）．

　前肢部をさらに4部位に細分したときの各部位骨格

筋の重量変化は次のとおりとなった．

　腹部：腹部の骨格筋重量は18週齢以後も徐々に増

加し，25週仏画には雄で2週朔日の26．9倍，雌で

22．　U＆となった．週間増加量の変動は前肢部全量と

同じ傾向を示すが，2王遜齢以後の減少は急速ではな

い（Fig．2）．生体重比（％）は雌雄とも漸増してい

るが，雄の方の増加が大きい（Fig．5）．

　前肢鹿部：前肢帯部の骨格筋重量は18週齢以後も

増加し，25週齢蒔には雄は2週齢時の33．　6倍，雌で
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29。4倍となった．週間増加量は雌雄1とも18週齢から

21週齢にかけて大きい値を維持しているが，その後

は急速に低下する．なお，週間増加澱の雌雄間の差は

明らかである（Fig．2）が，大腿部・下腿部等に比べ

るとその差は小さい．生体重三（％）は21週手刀ま

では雄より雌の方が大きかったが，25週齢時には逆

に雌より雄の方が大きくなった（rv”i　g．　5）．

　上腕部：上腕部の骨格筋重鍛は18週齢以後も増加

し，25週齢晴には雄で2週齢蒔の33．9倍，雌で25．8

倍となった．週問増加量の変動は講肢部全量のそれと

全く岡じである．なお，週間増加鍛は雌雄間で明らか

な差を示す（Fig．2）．生体重比（％）は18週齢以後

も雄で漸増するのに対し，雌では逆に減少し，25週

齢時には雌雄間の差が著しくなった（Fig．5）．

　前腕部：前腕部の骨格筋重量は18週齢以後も増加

をつづけ，25週齢時には雄iで2週齢時の34．2倍，雌

で25．◎倍となった．週間増加澱の変動は前肢部全量

のそれと同じ傾向を示す．なお，週聞増加量には雌雄

間で明らかな差がある（Fig．2）．生体重比（％）は

18遍齢以後も雄では漸増するのに対し，雌では逆に

減少し，25週齢時には雌雄間に著しい差が生じた
（Fig．　5　）．

　（3）後肢部

　第III期での後肢部とその中の3部位の骨格筋の平

均塩瀬，平均週間増加量，増加度ならびに生体重比

（％）をTable　9に示す．なお，この表には第IV期

（31週齢時）の値も加えてある．
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Fig．　5．　Changes　of　percentage　of　the　muscle

to　live　weight　in　the　forelimbs’　part．

　後肢部の畳絡筋重量は三8週齢以後も増加し，25週

齢時には雄で2週齢時の44．7借，雌で3e．　2倍となっ

た。週間増加量は雄では18週齢から21週齢にかけて

全週鶴間を遍じての最大値を示し，その後下降線を辿

るが，雌では18週齢時にはすでに小さく，雌雄間に

きわめて著しい差が生じた（Fig．3）．週間増加量の

この雌雄間の相違は前肢部のそれと比べても遥かに大

きい．また，生体重比（％）は18週齢以後：雄では急

増するのに対して，雌では逆に漸減し，25週二時に
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生体野比（％）は18週齢以後雄では急増するのに対

して，雌では逆に漸減し，25週齢時での雌雄間には

著しい差があった（Fig．6）．

iv

　　　　　7　9　　肇2　肇5　肇8　2肇　　25　　　　3壌

　　　　　　　　　Age（weeks）

Fig．　6．　Changes　of　percentage　of　the　muscle

to　live　weight　in　the　hind　legs’　part．

は雌雄聞にきわめて著しい糟違を示した（Fig．6）．

　後肢部をさらに3部位に細分したときの各部位骨格

筋の重量変化は次のとおりとなった．

　寛部：寛部の骨格筋重量は18週齢以後も増加をつ

づけ，25週齢時には雄で2週齢時の49．フ倍，雌で

34．0倍となった．週間増加量は雄では18週齢から21

週齢まで前期に続いてかなり大きい値が持続されたの

ち，下降線を辿るが，雌では18週二時にはすでに小

さく，雌雄問の差が非常に判然としている（Fig。3）．

また，生体重比（％）は18週齢以後雄では次第に増

加するのに対し，雌では逆に減じ，25週三時には雌

雄間に著しい差が生じた（Fig。6）．

　大腿部：大腿部の轡格筋重：量は王8週齢以後も増加

し，25週三時には雄で2週齢時の45。3倍，雌で29．6

倍となった．週間増加量は雄では18週齢から2！週齢

にかけて最大値にほとんど等しい値を示したのち下降

線を迫るが，雌では18週齢時にはすでに小さく，雌

雄聞に著しい差が生じた（Fig．3）．また，生体重比

（％）は18週齢以後雄では急増するのに対して，雌

では逆に漸減し，25週齢時での雌雄間の差が著しい

（F三9．6）．

　下腿部：下腿部の骨格筋重量は三8週齢以後も増加

をつづけ，25週齢隠には雄で2週総懸の42・9倍，雌

で29．9倍となった．週間増加量は雄では圭8週齢から

2王週齢にかけて全週齢間を通じての最大櫨を示し，

その後下降線を辿るが，雌では18週十時にはすでに

小さく，雌雄間の差が著しく大きい（Fig．3）．また，

2．4ee　IV期（25～31週齢）

　（1）体幹部

　体幹部の骨格筋重重はTable　7に示すように，31

週齢時には雄で2週齢時の41．4倍，雌で26．7倍とな

った．週間増加鍛は雌雄ともすでに小さくなっている

が，なお，雌雄間の差は存在する（Fig．1）．生体重

比（％）は雄でやや増加の傾向を示すが，雌ではほと

んど変化しない（Fig．4）．

　体幹部をさらに2部位に細分したと湊の各部位骨格

筋の附帯変化は次のとおりとなった．

頸部：頸部の骨格筋重量は25週齢以後も漸増し，

31週時時には雄で2週齢時の32・5倍，雌で22・1倍と

なった．週間増加量の変動は体幹部全騒とまったく同

じ傾向を示す（Fig．1）．生体重比（％）は雌雄とも

ほとんど変化しない（Fig．4）．

　背および尾部：背および尾部の骨格筋重量は25週

齢以後もなお増加し，31週階隠には雄で2週齢晴の

59．4倍，雌で36，5倍となった．週間増加量の変動は

体幹部下羅と同じである（Fig．1）．　また，生体璽比

（％）は雄でやや増加の傾向を示すが，雌ではほとん

ど変化しない（Fig．4）。

　（2）前肢部

　Table　8に示すように，前肢部の骨格筋重量は25

週齢以後も漸増し，31週齢時には雄で2週齢疇の

39。6倍，雌で32．1倍となった．週閤増加量は雌雄と

もやや増大しているが，なお，雌雄間の差は存在する

（Fig．2）．生体董比（％）は雄が漸増しているのに対

し，雌ではほとんど変らず，31週齢隣での雌雄聞の

差はさらに大きくなった（Fig．5）．

　前肢部をさらに尋部位に平分したと素の各部位骨格

筋の重量変化は次のとおりとなった．

　腹部：腹部の骨格筋璽量は25週齢以後も増加をつ

づけ，31週齢時には雄で2週齢時の32・2倍，雌で

25．1倍となった．週間増加難はすでに下降線を辿って

いる（Fig．2）．生体重姥（％）は雌雄ともやや増加

の傾向を示すが，31週三時での雌雄間の差は判然と

し，雄が大きい（Fig．5）．

　前肢帯部：前肢帯部の骨格筋重澱は25週齢以後も

増加し，3玉週齢聴には雄で2週齢疇の49．　4倍，雌で

33．7倍となった．週間増加量は雌雄ともやや増大し

ているが，なお，雌雄問の差は存在する（Fig．2）．
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生体三厩（％）は雄が増加しているのに対し，雌では

ほとんど変らず，31週一時で雌雄間の差はさらに大

きくなった（Fig．5）．

　上腕部：上腕部の骨格筋重量は25週齢以後も増加

をつづけ，31週訴訟には雄で2週齢時の37．　8倍，雌

で28・2倍となった。週間増加量は前肢帯部の場合と

は異なり，雌雄ともすでに小さくなっているが，な

お，雌雄間の差は存在する（F童g．2）．生体璽比（％）

は雌雄ともほとんど変らない（Fig．5）．

　前腕部：前腕部の骨格筋重量は25週齢以後も増加

をつづけ，31週齢時には2週齢時の雄で4C．　1品目雌

で27．6倍となった．週間増加量の変動は上腕部とま

ったく感じ傾向を示す（Fig．2）．　生体重比（％）は

雌雄ともほとんど変らない（Fig．5）．

　（3）後肢部

　Table　9でみるように，後肢部の骨格筋璽羅は25

週齢以後も漸増し，31週齢時には雄で2週齢時の

53．5倍，雌で33．O倍となった．週間増加澱は雄では

まだかなり大きい値を示すのに対し，雌では非常に小

さく，雌雄間の差が著しい（Fig．3）．生体璽比（％）

は雄が増加しているのに対し，雌では蔽減し，31週

齢時で雌雄間の差はさらに大きくなった（Fig．6）．

　後肢部をさらに3部位に細分したときの各部位骨格

筋の重盤変化は次のとおりとなった．

　寛部：漏話の骨格筋重鍛は25週齢以後もやはり増

加し，31週瞬時には雄で2週齢時の54．3樒，雌で

37．1倍となった．週間増加量は雌雄とも下降線を辿

っている（Fig．3）．生体璽比（％）は雌雄ともほと

んど変化しない（Fig．6）．

　大腿部：大腿部の骨格筋重量は25週齢以後も増加

し，31遡齢時には：雄で2週齢縛の56．5倍，雌で33．◎

倍となった．週間増加量：は後肢部全品と同じく雄がま

だかなり大きい櫨を示すのに対し，雌では非常に小さ

く，雌雄間の差が著しい（Fig．3）。生体璽比（％）

は雄がなお増加しているのに対し，雌ではほとんど変

らず，31遍温品で雌雄間の差はさらに大きくなった
（Fig．　6　）．

　下腿部：下腿部の骨格筋重量は25週齢以後も増え

っづけ，3玉週血忌には雄iで2週齢時の49．7倍，雌で

32．0倍となった．週間増加量は雌雄ともすでに小さ

くなっているが，なお，雌雄間の差は存在する（Fig．

3）．生体重比（％）は雄がなお増加しているのに対

し，雌では減少し，31週齢蒔には雌雄間の差がさら

に大きくなった（Fig．6）．

3．　考 察

3．1骨格筋成長の期の区分について

　ag　III報（1971　b）でRIR種を用いて，体幹部，

前肢部ならびに後肢部旧格筋が各部位間で異なる成喪

過程を示すことを明らかにし，これにもとづいて骨格

筋の成長に4期を区分した．また，BPR種でもすで

に第VI報（1975）でこのような4期に従い，骨格筋

（総筋肉量）の成長を検討した．本研究でもBPR種

の各部位骨絡筋の成長をこのような4期に分けて検討

し，それぞれの期に特徴ある結果を得ることがで嚢

た．また，Br◎dy（1971）がRIR種で週間増加鷺

（増体量）を旧いて，生体重増加の週齢による周期的

変化を明らかにしているので，本研究でも骨格筋重羅

の増加が週齢によって周期的変化を示すことを明確に

するため，週間増加量を用いて検討した．しかも，週

問増加量は骨格筋の絶対羅の伸びを示し，鶏の産肉性

を検：記するうえで重要な指標になり得るものである．

この週間増加麗を用いての検討により，本研究の

BPR種ではeq　1～HI期をそれぞれ前半と後半に分け

た．その結果，骨格筋の成長過程での週齢による変化

が一鵬明確になった．欝絡二成畏に期を区分するとき

には，細かく小割（本研究では9部位）するより四割

（3部位）した方が検討し易いので，二割した3部位

の変化にもとづき，各期の区分とその特徴を記述する

と次のようになる．

第1期（◎～2週齢）：雌雄とも前肢部の成長が著し

　い時期．

　（i）　前半（0～1週齢）：前肢部だけが著しい成

　　　長を示す時期．

　（ii）後半（1～2週齢）：前肢部が非常に著しい

　　　成長を示すと同町に，後肢部ならびに体幹部も

　　　著しい成長を示し，各部位ともそれぞれ前週齢

　　　時の骨格筋重量に対する増加率がもっとも大幣

　　　い時期．

第II期（2～18週齢）：雌においては前・後肢部がほ

　ぼ平行して成長し，雄においては後肢部の成長が前

　二部よりやや勝っているが，比較的平行して成長す

　る時期．

　（◎　前半（2～タ週齢）：雌雄とも各部位骨格筋

　　　の週間増加量が加速度的に増大する晴期．

　（ii）後半（9～18週齢）：絶対重量で各部位骨格

　　　筋がもっとも著しい成長を示し，また，雌雄間

　　　の成長差も大きくなる時期．
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第III；期（18～25週齢）：性成熟期と一一致し，雌にお

　いては生体難物（％）が著しく低下し，雄において

　は後肢部と体幹部が特異的に発達する時期．

　（i）　前半（18～2王週齢）：各部位轡絡筋の韓国増

　　　加量が高水準に持続され，雄で後肢部の成長が

　　　著しい賭期．

　（ii）後半（21～25週齢）：各部位骨格筋の週間増

　　　管下が極端に低下し，生体二刀（％）で雌雄間

　　　の差が大きく開く時期．

第IV期（25～31週齢）：骨格筋の成長がほぼ完成し，

　構成割合も安定した時期．

　第IV期を骨格筋の成長がほぼ完成し，構成割合も

安定した時期としたが，実際には雄で各部位骨絡筋と

もまだかなりの成長を示している．この期に関して

は，今後三二を延ばした材料による研究に待たねばな

らないが，第III報（1971　b）のRIR種雄ではこの

時期には骨絡筋の成長が完全に停止していることを報

告した．しかし，このように各実験でその結果が異な

ってくるのは，晶種聞の差とするよりも各週齢聴に各

5羽ずつ材料を選ぶため，成長がほとんど停止する時

期には個体差が判然と結果の中に現われるためと考え

られる．したがって，本研究でも各部位骨格筋の重量

での構成比率にはほとんど変化がなかったことから

も，eg　1V期を膏格筋の成長がほぼ完成した時期とみ

ても良いのではないかと思われる．

　3．2第i期（◎～2週齢）での骨格筋成長について

　大回した3部位の中で雌雄とも初生暗にもっとも大

きいのは後肢部であり，他の2部位はほぼ等しい．そ

のと趣，後肢部は全骨格筋のほぼ56％を占める．

wilsen（1954）はRIR種とLight　Sussex種との

雑種で艀化直後，後肢の骨格筋が全骨格筋の70％を

占めると述べているが，これは本研究のBPR種での

値よりかなり大きい．初生時から1週齢までは前肢部

だけが署しい成長を示し（Table　2），　1週齢疇には

後肢部とほぼ等しい重鰻となる．さらに，1週齢から

2週齢にかけては前肢部の成長がきわめて著しく，ま

た，後肢部ならびに体幹部も著しい増置を示すが，そ

れでも前肢部の成長には及ばず（Tables　1，2，3），

購肢部はこれら3部位の中でもっとも大きな部位とな

る．その結果，　2週齢時には前肢部が全骨格筋の約

5◎％を占めるようになる．このような事実は，先に

著者らが第III報（1971　b）のRIR種ですでに指摘

したが，他には報告されていない．今回のBPR種で

もこのような事実が確かめられたことは重要な意味を

有するものと思われる。

　小割した9部位の中で，第1期の成長がもっとも著

しかったのは前肢帯部で，2週齢時の値は初生時の14

～15倍に達する．前肢一部は飛翔筋として呼野な機

能を有する浅・深酒胸筋を含む部位である．同様に飛

翔に関係した上腕部ならびに前腕部も成長が著しく，

2週齢時の璽量は初生時の7～9倍となっている

（Fig．2）．このように飛翔に関係した部位がこの期に

著しい成長をすることは，逆にいえば，初生隠での発

育が遅れていたことを示唆している．一般に，鳥類は

艀化以後すぐに飛翔能力はなく，かなり身体の成長が

進んだのちに飛翔能力を獲得することが考えられる．

したがって，艀化時の飛翔関係部位の発育の遅れは当

然の結果で，また2逓齢以後の飛翔関係部位の発育が

家鶏で悪いことは，すでに家鶏がその能力を失なって

しまっているとの考え方を裏付けるものであろう．

　この第1期に成長がもつども劣った部位は頸部であ

る．逆にいえば，頸部は贈化時にもっとも良く発育し

ている部位であり，破殻筋といわれる錯綜筋の卿化時

での特異的発達（菊濾ら，1968）とも樒通ずるものが

ある．また，頭部を支える頸部の骨格筋の役閑から，

頭部の成長完成が早いこと（Latimer，1925；坂井磁

・西田，1965）とも関係していると考えられる．さら

に，頸部の骨格筋は採食行動にも重要な役割を有し，

雛のときから自力で坐食することを考えると嚢，艀化

後の壁体発育のため叢初に必要とされる骨格筋といえ

るかもしれない．同鋳に，鶏体を支え，歩行に必要な

二部，大腿部ならびに下腿部の骨格筋の発達も採食の

ため必要であり，そのため，葬常に攣い時期に歩行能

力を獲得することを考えても，艀化時のこれら各部位

の発育が進んでいることは妥当な事実である．呼吸に

関係し，また，初生時および1週齢時には軍体の約

30％を占める内臓（第VI報，1975）を保持する腹部

の骨格筋の発育が，初期に進んでいることはいうまで

もない．

　3，3骨格筋重量の生体阿比（％）の変化について

　初生時から2週齢にかけての生体重三（％）は，結

局，後肢部と体幹部ではほとんど増加せず，前肢部だ

けで約10％（両側）の著しい増加を示したことにな

る．これは，第V王報（1975）のBPR種で総筋肉量

の生体重比（％）が第1期に約10％成長したのとま

ったく等しい値である．したがって，第1期での総筋

肉量の著しい成長は前肢部の著しい成長にだけ起因す

ることが明確になった．この結果は第III報（1971　b）

のRIR種での結果とまったく一致している．このよ

うに，初期に骨格筋の生体重比（％）が急増する点は
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Latimer（1924，1925）の報告ともよく一致している．

　前肢部の骨格筋の生体重三（％）は12週齢から21

週齢までは雌の方が雄より大きいが，その後は逆に雄

の方が雌より大きくなる．これは，雌の前肢部が21

週齢から25週齢にかけて生体重三（％）で急に減少

するためであり，また，その減少幡は第V豆報（ig75）

で述べた生殖器の発達および脂肪沈着の増大の結集と

して生体重が増加するために前肢部骨格筋の生体二三

（％）が減少するということで充分に説明されると考

える。したがって，前肢部骨格筋は雌雄間でほぼ岡程

度の発育をするものと考えてよいであろう．また，同

様な理由により，雌では後肢部と体幹部の生体重比

（％）も減少しているのに対し，雄のそれらは逆に著

しい増撫を示し，とくに後肢部（大腿部ならびに下腿

部）の生体丁丁（％）は急増している．したがって，

これは，雄の後肢部の特異的成長を示唆するものであ

ろう．

　前肢部の中の4部門間で比較したとき，前肢帯部の

生体野比（％）だけが12週齢から21週齢にかけて雌

の方が雄より大きく，他の3部位では雌雄間にほとん

ど差がみられない．すなわち，雌の繭肢帯部は雄のそ

れよりも前肢部の中で大きな割合を占めていることに

なる．このことは，前肢部をさらに4部位に細分した

とき，前肢部に占める各部位の構成比率が12週齢以

後の雌雄閥で異なることを示唆している．

　3．4　骨格筋成長の周期的変化について

　生体璽の増加が周期的変化を示すことはBrody

（1921）によってRIR種で，すでに指摘されてい

る．また，第V夏報（1975）のBPR種の増体慧の変

動をみても，雄では9週齢から12週齢にかけてと18

週齢から21週齢にかけて2っのピークが判然と示さ

れる．一方，雌でも7週齢から9週齢にかけてと，回

れは判然としないが三8週齢から21遡齢にかけてもう

1つのピークが示される．

　骨格筋成長についてもまったく生体重の周期的変化

と一致して周期的変化をすることが明らかである

（F蓋gs．1，2，3）．すなわち，大割した3部位ならび

に小割した9部位のほとんどが，9週齢から12週齢

にかけて1っのピークを示し，もう1っのピークは部

位によって多少の変動はあるが，15週齢から18遡齢

にかけて，あるいは18週齢から21週齢にかけてのい

ずれかにある．しかも，雄では前週齢間のピークの方

が大きいものが前肢刑部，上腕部ならびに頸部等であ

り，前・後週齢間のピークがほぼ等しいのが丁丁，大

腿部ならびに背および尾部，後週齢間のピークの方が

大きいのが下腿部である．しかし，雌では前週齢間の

ピークに比べ，後週一間のピークは小さく判然としな

い．轡町筋成長の性成熟期での雌雄問の相違を：第V至

報（1975）で指摘しているが，このような雌雄間の相

違は主として雄で後週二間のピークが非常に大きい部

位に起因していることが明らかである．そのような部

位は週間増加量の雌雄間の差も大きい．すなわち，そ

のような部位は，雄では他の部位より増加が著しいの

に対し，逆に雌では他の部位より増加が小さい．これ

らのことは，雄の後肢部（寛解，大腿部，ならびに下

腿部），とくに下腿部に性的特徴があることを示唆し

ている．

　3．5　小割した9部位のグループ分けについて

　第夏期での各部位骨格筋の軍袴過程の相違にもとづ

き，第IV報（1971　c）のRIR種では，各部位を3

つのグループに区別した．すなわち，第1グルーープは

前肢脚部，上腕部ならびに前腕下等の第1期に成長が

著しい部位を含み，第2グループは背および羅部で中

間的部位であり，第3グループは頸部，腹部，寛部，

大腿部ならびに下腿部等の第1期に成長が劣る5部位

を含む．甲唄究のBPR種でも第1グループと他のグ

ループは判然と区劉され得るが，第2グループと第3

グループの相違はあまり判然としていない．これらの

ことは軽量種や璽鰻種の鶏品種も加えてさらに検：題す

る必要があろう。また，本旨究のBPR種でも2週齢

以後の骨格筋成長の相違にもとづき，第3グループを

2つに分けた．その結果，次のようなグループが形成

される．

eg　1グループ（前肢学部，上腕部ならびに前鞍部）：

　eg　1期にきわめて著しい成長を示し，その後も，成

　長が著しいが雄において性的影響を全く受けないグ

　ループ．

第2グループ（背および尾部）：第1期に野間的な成

　畏速度を示し，その後も，非常に良く成長したグル

　一一プ．

第3グループ，A（寛部，大腿部ならびに下腿部）：

　第1；期では成長速度が劣ったが，その後は成長が著

　しく，特に雄で第III期に性的特異性を示し，非常

　に良く成長したグループ．

第3グループ，B（頸部ならびに腹部）：第1期でも，

　その後でも常に成長が劣ったグループ．

　3．6　食鶏に対する骨格筋の成長分析の意義につい

　　て

　食：鶏は月齢によって区分され，3カ月齢（約箆週

齢）未満は「若どり」として，雌雄とも一括されてい
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る（駒井，1974）、今欝，ブru　4ラーとして野飼の80

％を占めているのがこのような食鶏である．それの簸

大の利点は短期で飼育を完了し，飼料効率がすぐれて

いることであるが，本研究の週間増加鷺の変化はこの

ような事実を裏付けている．すなわち，加速度的に週

間増加量が増大している期間中に飼育し，週間増加量

がピークを示す前に屠殺していることである．さらに

は，雌雄を区別せず一括して「若どり」として扱って

いることは，雌雄間の骨格筋成擬の差がまだ判然とし

ない時期であり，また，雌雄間で同一生体重ならば，

その骨格筋璽量も同一であることが骨格筋の生体野比

（％）に雌雄閥の差がないことから賜らかであり，妥

当である。しかし，食鶏の肉質の面からは多少なりと

も雌雄間の差はある筈である（Edwards　et　aL，

1973）．

　3カ月齢以上5カ月齢（約22週齢）・未満の食鶏を

「肥育鶏」として，雌雄を一括しているのは各部位骨

格筋の成長が雌雄間で次第に異なってくることから納

得で毒ないが，現在の市場でその数量がきわめて少な

いためであろう．しかし，総筋肉量からみるならば，

この時期までは雌雄間で生体重比（％）はほとんど差

異を示さない（第V玉綿，1975）．

　成鶏（5カ月齢以一ヒ）を「親めす」と「親おす」に

区分しているのは，鶏体構成員の構成割合の雌雄間の

相違，その結果としての総筋肉鍛の生体重囲（％）の

雌雄間の相違，さらには体各部位骨格筋の構成割合の

雌雄間の相違等から当然のことである．

　現在，多くの鶏の干肉牲についての研究は10週齢

前後のブロイラーについての研究であり，その中には

雌雄間の相違について言及したもの（Hathaway　et

al．，　ig53；Hayse　and　Mari◎fi，　ig73）や，大まか

に図体の構成員を区分して品種間の比較を行なったも

の（Hasiak　and　Baker，1968；Hayse　and　Mari－

on，1973）等がある．いずれも10週齢前後の一時期

だけの研究であり，鶏骨格筋の全成長過程を弾じての

研究はその例が少ない（Latimer，1924；McNally

a蕪dSplck識aU，1949；Wilson，1954）．また，10週

齢前後までの鶏骨格筋の成長を論じたもの（坂井懸・

西田，1965，1966）もある．しかし，鶏骨格筋の全成

長期間を通じて鶏体各部位の骨格筋の変化を詳細に論

じたものはなく，わずかに著者らが第斑・IV報

（1971b，　c）でRIR種について論じたものがあるだ

けである．今後の鶏肉生産が生産コストの低下のみを

計ったブロイラーだけに落ちつくためには，我国では

ブロイラーの肉質の改善が必要であり，そのような研

究もみられる（小嵩ら，1975a，　b，　c）．しかし，肉

質の面から多少の生産＝ストの上昇はあっても，もっ

と週齢を延ばした鶏肉生産の必要も必ず生じて来るも

のと考えられる．この場合，鶏骨格筋の全成長期間を

通じて，その成長を検討し，適当な品種についてそれ

ぞれの骨格筋成長の特性，あるいは特徴を明らかにす

ることは，今後の鶏肉生産の璽要な課題となってくる

であろう．

4．　要 約

　本研究ではBPR種を用いて体認部位骨格筋の成長

を検討した．その際，計測された体各部位は，大言し

たときの体幹部，前肢部ならびに後肢部の3部位と，

さらに，体幹部を頸部と背および尾部に，前肢部を腹

部，前肢帯部，上腕部ならびに前腕部に，後肢部を二

部，大腿部ならびに下腿部に小割したときの合計9部

位である．これらの各部位の骨格筋重量を求め，各部

位轡格筋の成長を比較検討した結果の大要は次のとお

りであった．

　1．骨格筋の成長過程に4期が区分され，さらに，

第1，IIならびにIII期は前半と後半に分けられた．

　2．第1期（0～2週齢）での骨格筋成蔓には著し

いものがあり，特に前肢帯部，上腕部ならびに前腕部

等の成長が著しかった．

　3．　骨格筋の生体重比（％）は第夏期（0～2週

齢）において前肢部のみが著しい増加を示した．ま

た，性成熟期には雌雄聞の差が判然となった．

　4．骨格筋の成長は周期的変化を示し，特に雄にお

いて判然としていた．

　5．小割した9部位を第1期（0～2週齢）の骨格

筋成長の相違によって3つのグループに区分し，さら

に，その後の成長によって，その中の1つのグループ

を2つに区分した．

　6．市場での食鶏の区分と骨格筋成長の変化との間

には密接な関係があることがわかり，市場での食鶏区

分の正当性を裏付けた。
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Summary

　　　In　the　present　study，　the　postnatal　growth　of　skeletal　muscle　was　investigated　in　the

following　body　parts　of　the　Barred　Plymouth　Rock　chicken．　Those　were　three　large

parts，　namely　a　body　stem’s，　a　forelimbs’　and　a　hind　legs’　parts．　These　three　parts

were　fur重her　subd董vld¢d三熊◎難i難e　sm哉11　par重s　a猛◎ge重her，　tha重is，　the　body蕊¢m’s　i町回

acervica韮a簸d　aごofsocaud農嚢parts，重he　forelimbs’i滋◎a益abdo顧戯，　a　sh◎滋d¢r
girdle’s，　a　humeral　a数d農鷺我蕪重ebrachiε纏P我r重s，重he　hi蟹11egs’　重燕重◎　a　pelv韮◎，　a　f¢熱◎r哉1

aRd　a　crural　parts　exactly．　Muscle　weight　ef　eack　part　was　weighed　in　the　left　side

◎f重he　b◎dy滋fo瞭㈱捻t三mes　betwee登zer◎鍛d重hir重y－o簸e　weeks　of　age．鹿家e　r¢s嘘s

Compared重he　pOS漁搬1　grOW癒of　the　Skele重al　muScle蹴。難9　P罎S◎r　b¢£W㈱難S¢X㈱

were　as　follews：

　　　1．　There　were　four　periods　in　the　postnatal　growth　of　the　skeletal　muscle　between

zero　and　31　weeks　of　age．　Every　period　except　the　fourth　was　subdivided　into　two



136 岩元久雄・高原　斉・岡本正央

periods，　the　former　and　the　latter　halves．

　　　　2．．The　skele亡a1懲㍊§c1e　deve1◎ped　very　rap綴y　fオ◎r登zer◎施重w◎w¢ck§◎f　a霧e，

particularly　in　the　shoulder　girdle’s，　humeral　and　antebrachial　parts．

　　　　3．　C◎鍛cer鍛沁g　with重h¢perce盤重age◎f癒e　rcgsc！e　weigh重to重he蕪ve　wei＄h重，癒e

forelimbs’　part　only　showed　a　rapid　rate　of　increase　from　zero　to　two　weeks　of　age．

Sex－di登¢τe益。¢◎fρerce蕪重age◎f癒e搬uscle　weigh重was　led　t◎a益apPa欝e蟹泌crease　af重er

sex－maturing　in　each　part．

　　　　4．　1亡w読sco難癒搬¢d，　especially　in重he　ma至e，重h滋重he　p◎s魚滋a夏gr◎w重h　period◎f

the　skeletal　muscle　was　composed　of　two　cycles；　these　cycles　have　two　peaks，　the　one

appeared　at　the　9－12　weeks　of　age，　and　the－ether　appeared　at　the　15－18　or　18－21

weeks　of　age．

　　　　5．　The　smail　nine　parts　were　grouped　into　three　classes　according　to　the　growth

rate　between　zero　and　two　weeks，　one　of　them　was　further　subdivided　into　two　groups

accoding　te　the　growth　after　two　weeks　of　age．

　　　　6．　lt　was　clearly　showed　that　the　grading　with　age　of　chicken　in　the　market　was

closely　related　te　the　muscle　growth　or　the　changes　of　the　muscie　weight　distribution

with　age　and　the　difference　of　it　between　sexes．　The　grading　of　chicken　in　the　market

is　very　reasenable．


